
新
チ
ー
ム
は
、
如
何
に
も
小
粒
に
映
る
が

豊
富
な
練
習
量
で
鍛
え
た
体
力
と
精
神
力
で
、

ど
こ
ま
で
の
粘
り
が
発
揮
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

期
待
と
不
安
で
一
杯
で
し
た
が
、
何
と
か

初
戦
を
飾
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
一
年
間

の
長
い
付
き
合
い
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

○
新
人
戦

９
月
２
０
日

佐
野
市
田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

一
回
戦

小
山
ボ
ー
イ
ズ

２
０
０
０
０
３
０
５

投
手
・
四
反
田

０
０
２
０
０
０
０
２

藤
井

宇
都
宮
ス
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ

捕
手

小
藤

三
塁
打

新
井
２

準
決
勝

栃
木
ボ
ー
イ
ズ

１
０
０
０
２
０
０
３

投
手

土
井

０
０
０
５
０
０×

５

捕
手

小
藤

小
山
ボ
ー
イ
ズ

三
塁
打

朝
比
奈

二
塁
打

門
屋

決
勝

南
那
須
緑
地
運
動
公
園

小
山
ボ
ー
イ
ズ

０
１
０
０
０
０
０
１

投
手

土
井

０
２
０
１
２
１×

６

大
垣

大
田
原
ボ
ー
イ
ズ

捕
手

小
藤

三
塁
打

藤
井

門
屋

＊
支
部
新
人
戦
は
実
力
伯
仲
、
一
戦
一
戦
が

接
戦
の
連
続
で
し
た
。
決
勝
は
序
盤
の
攻
撃

ミ
ス
が
目
立
ち
、
投
手
の
制
球
難
に
付
け
込

ま
れ
た
。
打
で
２
年
生
が
活
躍
。

〇
東
日
本
選
抜
大
会

１
０
月
９
日

雨
中
の
戦
い
と
な
っ
た
東
日
本
。
３
連
覇

を
目
指
す
小
山
ボ
ー
イ
ズ
も
、
新
人
戦
を
経

験
し
て
一
段
と
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
と
い
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
。
二
日
待
っ
て
晴
天
の
初
戦
。

二
回
戦

小
山
市
営
球
場

高
崎
ボ
ー
イ
ズ

０
０
０
０
０
０
０
０

投
手

土
井

１
０
０
１
０
０×

２

捕
手

小
藤

小
山
ボ
ー
イ
ズ

三
塁
打

土
井

準
々
決
勝

小
山
市
営
球
場

横
浜
南
ボ
ー
イ
ズ

０
０
１
０
０
０
１
２

投
手

四
反
田

１
０
１
１
０
０×

３

藤
井

小
山
ボ
ー
イ
ズ

捕
手

小
藤

二
塁
打

土
井

準
決
勝

田
沼
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

流
山
ボ
ー
イ
ズ

０
０
２
０
１
１
０
１
５

投
手

土
井

４
０
０
０
０
０
０
０
４

藤
井

小
山
ボ
ー
イ
ズ

捕
手

小
藤

三
塁
打

小
藤

二
塁
打

土
井

隅
４
で
の
敗
戦
。
余
り
聞
い
た
事
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
負
け
る
時
は
い
ろ
い
ろ
と
原
因

が
出
ま
す
。
問
題
は
元
々
少
な
い
２
年
生
が

故
障
で
２
人
欠
け
て
い
る
状
態
。
課
題
は
秘

密
で
す
が
、
一
人
一
人
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
。

宿
題
は
自
主
的
な
練
習
。
じ
っ
く
り
と
以
上

の
三
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
す
。
「
悔
し

さ
を
バ
ネ
に
」
と
い
う
言
葉
を
実
践
し
て
、

練
習
・
学
習
・
練
習
に
明
け
暮
れ
ま
し
ょ
う
。

さ
あ
！

気
合
で
行
く
ぞ
。那

須
野
原

大
田
原

佐
野

鹿
沼

栃
木

宇
都
宮

真
岡

宇
ス
タ
ー

小
山

東
日
本
大
会
ベ
ス
ト
４
に
３
チ
ー
ム
が
残

り
、
新
人
戦
で
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
が
続

い
た
栃
木
県
支
部
。
激
戦
必
至
、
必
ず
勝
つ
。

小
山
ボ
ー
イ
ズ
は
、
２
１
日
県
営
で
二
回
戦

か
ら
出
場
。
鍛
え
た
姿
を
見
に
来
て
下
さ
い
。

Never give up your Dream・・あきらめない気持ちが未来を変える

小山ボーイズニュース
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１日100本、１年で36500本。全員にチャンス・全員で競争

健
闘
の

新
人
戦

惜
し
い
悔
し
い

東
日
本
選
抜

地域に愛され、子供達に愛されるチームを目指します。２０１０年も活発に動き、最少経費で最高の満足感を！

問
題
・
課
題
・
宿
題

が
っ
ち
り
や
る
ぞ
！

小山ボーイズ公式ホームページ 練習や試合を映像で! 小山ボーイズの全てがわかるよ!

平成22年 活動状況
３月 第40回日本少年野球春季全国大会出場

４月 学習塾開設

５月 関東ボーイズリーグ大会準優勝

６月 第41回日本少年野球選手権大会出場決定

７月 第４回ジャイアンツカップ出場決定

８月 第41回全国選手権・第４回Ｇカップ出場

２年連続
ジャイアンツカップ出場

中学野球最高の思い出

第
４
１
回
春
季
全
国
大
会
支
部
予
選

準決・決勝は11月23日県営



３年前、自分は佐野日大高校への進学を決めた。１年

でのレギュラーと甲子園へ出場したいという夢を持っ

て入学したが、２年半の間には良い経験も悪い経験も

した。

１年の夏には、もう少しという所で持病の腰が悪化

し、歩くのもままならなかった。その時に監督とコー

チから言われた言葉に救われた。「１００％のパフォー

マンスが出来ないなら、しっかり体を治して戻ること」

幸い１年の秋だったので、半年を見ても間に合う。

怪我で長期に休む経験が無かったので、ポジティブ

な考えに徹し、逆に逆に体を大きくするチャンスと思

う事で乗り切ったと思う。怪我に関しては自分の体力

の限界を把握することで、最小限の休養で抑えられる。

それは経験して知ったことだ。

復帰後は、遅れを取り戻すために、走り込み・ウェ

イトトレーニング等で体を作る。辛いトレーニングだっ

たが、動けることが嬉しかった。グランドに入れる喜

びも代打で起用された時の気持ちも最高だった。

そして、いよいよ最後の夏。予選では、先を意識せ

ずに目の前の一戦に集中し、自分に与えられた役割を

果たす。塁に出るイメージを持ち、仲間を信頼し勝ち

進んだ。

今までテレビやスタンドで見た甲子園のグランドへ。

最高に気持ちよかった。これまでの苦労や努力が報わ

れた瞬間だった。

後輩へ！ 努力したことは、何かの形で絶対にかえっ

てくる。日々の練習を無駄にせず、その日に得たもの

を次の日に生かす。体が動くことを当たり前と思わず

に、すべてに感謝して頑張って欲しい。

＜先輩からのメッセージ＞ 源田君は中学一年の時

から、巧打と俊足を活かした守備範囲の広い中堅手と

して、小山ボーイズの中心選手となり、全国大会初出

場に貢献した。順風満帆の中学時代とは裏腹に、高校

では１年夏に腰の疲労骨折・２年夏の肺気胸と２度の

大病を経験、度重なる病との闘いを経て、辛い辛い自

分との戦いは本人しか分からない厳しいものだったに

違いない。プレーすることができるようになり、本当

のワンチャンスをものにして、憧れの甲子園の土を踏

むことになる。誰も予想しえない素晴らしい成功体験

を源田君は経験した。野球に携わり、この感動に出会

えることに私たちも感謝したい。

*写真は小山ボーイズ

時代の源田君の雄姿

(大阪市舞洲球場)

㈱メディカルフィットネスとちの木

理学療法士 大久保 貴史

私は週1回、傷害予防と

競技力向上のための集団指

導を担当しています。基礎

運動は全ての土台で、正し

いフォームで行なえばその

分改善も良い。限られた時

間や選手の意識差を考慮し、通常メニューのほか積極

的な選手には課題を与えています。また低学年に正確

なフォーム指導、３年生までには競技への応用を指導

します。だが、実際は地道な運動中心の為か紙面通り

にはいかない。自分で気づかなければ休憩の時間で終

わる選手もいる。運動チェックでいかに弱点を知り努

力できるか。難しいことだが必要なことだと思います。

気づけば腹筋１つでもハードなはず。ここを活かすも

遊ぶも自分次第。 (写真は県南体育館でのトレーニング)

中学生は本当に身体の状態が変わります。1年生で出

来ない運動が３年生では出来るようになることもある。

嬉しいことだが今以上の成果を目指して欲しいとも思

います。例えば自宅で弱い部分のケアを行なっている

選手は少ない。今の

うちケガの無い身体

の良さに気づけば基

礎運動の見方は変わ

ると思います。

最終的にはそれら

を競技力へつなげ、

選手の活躍・将来へ役立てて欲しいと期待します。疑

問があれば積極的に向かってくるべき。私も常に上を

目指したメニューと指導を続けます。

「文武両道」 本年４月より学習塾を併設。逞しい青少年育成に全力で取り組む、NPO法人小山ボーイズ球団

BASEBALL

PRO SHOP

石川スポーツ
TEL 0282－24－3161

専門スタッフが心からア

ドバイスをします。

旅行のことなら、
たび倶楽部

感動との出会い
たび倶楽部

海外旅行～日帰り旅行

ご相談はたび倶楽部
TEL 0282－62－2813

小山ブランド

おとん弁当
＜炭火焼肉 ６００円＞

これは美味い！

話題沸騰中！

TEL&FAX 0285-23-5329

ＬＰガスＨＯＴライン
本社（小山市出井）

０２８５－３０－１０１１

下野支店

０２８５－５３－７７５１

（株）トチネン

「後輩へ」 佐野日大高３年 源田一稀 選手たちをみてメディカルフィットネス



若松原中 ３年 野村亮太

その連絡を母が受けたのは夏の全国大会予選決勝の前

日。僕がはじめて知らされたのは、その祝勝会での監

督からの言葉でだった。とても嬉しい反面、大会続き

の夏休み後半の中国遠征なので不安も多くあった。

全国大会、ジャイアンツカップの悔しさや様々な思

いを残した後、選ばれた仲間たちと中国に旅立った。

初めての海外、しかも日本と違った環境はとても不安

だった。扉のないトイレ、屋台にはサソリや虫の幼虫

が串にささってならんでいる。

水は飲めない、食事の味付けも日本の中華とはまるで

違う。氷もない。しかし、そんな中だからこそ生れる

ハングリー精神。僕の雑草魂に火がついた。

試合は六泊七日で六試合こなした。とにかく移動に

時間がかかるので、一日二試合で翌日は移動や観光だっ

た。

中国の選手はみんな身長が高くて驚いた。初日の相

手は中学生だったが、中国は野球があまり発展してい

ないらしく、日本と対等な選手を選んでくれたらしい

のだが、「本当に中学生？」と感じるチームと対戦し

た。

次からのチームは違っていた。後で聞いたら、高校

生のチームや、やたら強くて体格が違うと思ったら、

プロ野球の２～３軍の選手だったらしく、本当に驚い

た。今になればこんないい経験は普通では出来ない事

で、本当に良かったと思う。

北京では世界遺産である万里の長城に登り、上海で

は万博を見学した。試合中は集中とリラックスのメリ

ハリを心掛け、仲間とはコミュニケーションを取る事

で日に日にチームが一つにまとまり、力以上のプレー

が出来るようになり、６試合全勝と言う成績を残せた。

たった一週間だったが、とても大きなものを身に付け

る事が出来た気がした。

僕がこの様な経験が出来たのは、チーム指導者の方々

や家族などのサポートのおかげだと思う。感謝の気持

ちを忘れず、今後自分の野球で恩返しできたら・・と

思う。ありがとうございました。

野村君は、練習帰りに毎日のように５キロ以上のラン

ニングをしていたそうです。成果は実績となって現れ

て、制球力・球速・スタミナが増強し、先発・完投型

のエースとして活躍しました。中国遠征に選抜され、

多くの仲間との交流は素晴らしい宝物だと思います。

人は、それぞれの道を、それぞれの方法で、それぞ

れの方向に歩く。中学時代は学校で勉強を習い、部活

に熱中したり、小山ボーイズで野球を習う子もいる。

そんな中学生たちも、憧れの高校生に巣立っていく。

入団した頃、この子達はどこまで頑張れるかなと思っ

ても、３年生になれば何とかなっている。君たちが、

これからどの様な人生を送るかは分からないが、大切

な事は自ら考えて、自ら動くことではないかと思って

いる。

挨拶を覚えたら、挨拶をしないと「できる」という

ことにはならない。授業中に覚えたことも、テストで

解答ができないと「覚えた」ことにならない。どんな

に素振りが素晴らしくても、ヒットを打たないと「打

てる」とは言わない。具体的に何かをすることができ

ないものは、できるとは言えない。つまり、結果がな

ければ認められない。だから、活動の中で「勝ち」を

目指している。結果を目指すことは意味がある。

「勝つことが全てではない」という言葉があるが、

負けるより勝つ方が良い。なぜなら、ゲームになれば

勝ちたいと思う心が普通だからだ。

「よくぞ、ここまで来たと言う満足感は、勝負には

負けても、大きな自信」ということがある。小山ボー

イズも設立２年目の東京大会で３位になり、チームと

して大きな経験ができたことが自信となり、現在への

布石となっている。

負ける事によって「相手を敬う心」「尊敬の念を抱

く心」「自身の反省から努力へと転ずる心」「また勝

とうとする心」が生まれるとして、負けた場合の徳を

表す。勝つことではどうかといえば、自分のミスを追

及されても「素直に聞く事ができる心」、嬉しさによ

り「また勝とうとする心」落ち着きから「相手の素晴

らしさを認める心」など、双方とも互角であると思わ

れる。試合後に感じることが双方互角である事が、ス

ポーツの素晴らしさであるならば、勝つ方が勝るとい

うことになるだろう。

いずれにせよ。そのような気持ちを経験することが

大切なのだろう。勝った負けたと一喜一憂することで、

自分自身の強さが分かるし、自分の生き方・居場所が

発見できる。俺はこういう人なんだ。こうすればいい

んだ。こうすれば皆とうまくいく。という何かを発見

するには、競争社会の経験が役に立つと思う。絶対に

負けない。そう思って、野球も勉強も一生懸命やるこ

とが大切だ。自分もそうだったように、「負けるもの

か」という気持ちが人を大きくする。

「そうだ、負けるな！」自信を持って、自ら考えて

自ら動ける人になっていくことだ。

「活動資金づくり」を応援します。 ご贈答に・ご自宅用にお使いいただいて、チームに還元いたします。

長崎島原名産 手延べそうめん・長崎ちゃんぽんめん 島原手延素麺共同組合 永田まで fax 095-725-8801

日中親善野球大会に参加して

ＧＯ!ＧＯ!
ＯＹＡＭＡＢＯＹＳ

小山ボーイズを応援する会

コラム 大切なこと



上:新人戦での集合写真 右上は四反田投手

下は土井投手 右は藤井投手

<役員選手の資格審査

野球が大好きな子供達へ・入団募集中！ 逞しい青少年育成に全力で取り組む、NPO法人小山ボーイズ球団

ベスト
ショット
２０１０


